
A Bible Adventure

　イスラエルの民
たみ

が約
やく

束
そく

の地
ち

を征
せい

服
ふく

してから、300年
ねん

ほどが経
た

ってい

た。昔
むかし

モーセが荒
あら

野
の

に建
た

てた幕
まく

屋
や

は、エルサレムから40キロほど北
きた

にあるシロの町
まち

に建
た

っていて、イス

ラエルの礼
れい

拝
はい

の中
ちゅう

心
しん

地
ち

となってい

た。それで、毎
まい

年
とし

イスラエル中
じゅう

から、

信
しん

心
じん

深
ぶか

い者
もの

達
たち

が、主
しゅ

の祭
さい

壇
だん

に犠
ぎ

牲
せい

を

捧
ささ

げるために、自
じ

分
ぶん

達
たち

の雄
お

牛
うし

やヤギ

や子
こ

羊
ひつじ

を連
つ

れてやって来
き

た。

　近
ちか

くのラマという山
さん

地
ち

の村
むら

には、

エルカナという人
ひと

が、ハンナとペニ

ンナという２
ふたり

人の妻
つま

と共
とも

に暮
く

らして

いた。ペニンナには数
すう

人
にん

の息
むす

子
こ

や娘
むすめ

がいたが、ハンナには子
こ

供
ども

がなかっ

た。

聖
せい

書
しょ

の冒
ぼう

険
けん

物
もの

語
がたり

天
てん

から授
さず

かった子
こ

サムエル
　子

こ

供
ども

のためのサムエル記
き

上
じょう

第
だい

１
いっ

章
しょう

第
だい

18号
ごう

2022年
ねん

7月
がつ

1
つい

日
たち

　毎
まい

年
とし

エルカナは、シロの町
まち

で主
しゅ

を

拝
はい

し、犠
ぎ

牲
せい

を捧
ささ

げるために、ラマ

から家
か

族
ぞく

を連
つ

れてやって来
き

た。若
わか

い

雄
お

牛
うし

を犠牲の祭
さい

壇
だん

に捧げた後
あと

、エル

カナはユダヤの習
なら

わしに従
したが

って、脂
し

肪
ぼう

が全
ぜん

部
ぶ

焼
や

きつくされるまで待
ま

ち、

それから肉
にく

を下
お

ろして、幕
まく

屋
や

の鍋
なべ

で

煮
に

た。肉の大
だい

部
ぶ

分
ぶん

は貧
まず

しい者
もの

達
たち

に与
あた

えられたが、最
さいじょう

上の部
ぶ

位
い

は主の祭
さい

司
し

らに与
あた

えるのが常
つね

であった。また、

犠牲を捧げた家
か

族
ぞく

も、その日
ひ

の食
しょく

事
じ

に必
ひつ

要
よう

な分
ぶん

を取
と

った。

　そんなある日
ひ

、エルカナの妻
つま

達
たち

と

子
こ

供
ども

達
たち

が食
しょく

事
じ

のために幕
まく

屋
や

のそばで

座
すわ

っていると、エルカナが大
おお

きな真
しん

鍮
ちゅう

の蒸
む

し鍋
なべ

に入
はい

った肉
にく

を持
も

って来
き

た。主
しゅ

に捧
ささ

げられた肉
にく

を食
た

べるとい

うのは、主の豊
ゆた

かな祝
しゅくふく

福にあずかる

ことを象
しょうちょう

徴していたので、特
とく

別
べつ

な行
ぎょう

事
じ

だった。

　今
ことし

年もエルカナは、妻
つま

のペニンナ

に肉
にく

を分
わ

け与
あた

え、彼
かの

女
じょ

の息
むす

子
こ

達
たち

と

娘
むすめたち

達にも１
ひとり

人ずつ肉を分け与えた。

みんな、子
こ

供
ども

達
たち

は主
しゅ

の祝
しゅくふく

福の中
なか

で最
さい

高
こう

の祝福だと知
し

っていたので、この

時
とき

はいつも、ペニンナの栄
えい

光
こう

の瞬
しゅんかん

間

だった。

　ハンナとエルカナの間
あいだ

には子
こ

供
ども

が

できなかったが、エルカナはハンナ

を深
ふか

く愛
あい

していた。それで、エルカ

ナはいつも、ハンナに２
ふたり

人分
ぶん

の肉
にく

を

分
わ

け与
あた

えるのだった。

　ペニンナは、そんなエルカナの親
しん

切
せつ

な行
こう

為
い

に嫉
しっ

妬
と

し、ハンナを軽
けい

蔑
べつ

の

眼
まな

差
ざ

しで見
み

ていた。エルカナが真
しんちゅう

鍮

の鍋
なべ

を幕
まく

屋
や

に返
かえ

しに行
い

ってしまう

と、ペニンナの意
い

地
じ

悪
わる

な発
はつ

言
げん

が始
はじ

ま

った。

　「ハンナ、主
しゅ

があなたに子
こ

供
ども

を下
くだ

さらないなんて、本
ほん

当
とう

に残
ざん

念
ねん

だわ。」　

ペニンナは思
おも

ってもいないことを、

さぞやさしそうに言
い

った。「だけど、

主はその計
はか

り知
し

れない知
ち

恵
え

で、きっ

とあなたが母
はは

親
おや

には向
む

いていないこ

とをご存
ぞん

じなのね。」



　「お願
ねが

い、ペニンナ。今
ことし

年はもう、

その話
はなし

はやめにしましょう。」と、

ハンナ。

　「あら、ごめんなさいね。傷
きず

つけ

るつもりはなかったの。私
わたし

はただ、

神
かみ

様
さま

が私を大
おお

勢
ぜい

の子
こ

供
ども

達
たち

で祝
しゅくふく

福して

下
くだ

さったことを感
かん

謝
しゃ

してるってこと

を言
い

いたかっただけよ。」

　ハンナは気
き

落
お

ちして地
じ

面
めん

を見
み

つ

めながら言
い

った。「でも、エルカナ

は、あなたを愛
あい

しているのと同
おな

じ

くらい、私
わたし

のことも愛してくれてい

るわ。」

　ペニンナは戸
と

惑
まど

った振
ふ

りをして言
い

った。「あら、そうかしら？　もし

かしたら、私
わたし

みたいに、あなたをか

わいそうに思
おも

ってるだけじゃないの

かしら。だって、子
こ

供
ども

達
たち

に慕
した

われ、

尊
そん

敬
けい

される母
はは

親
おや

になることがどんな

に満
み

ち足
た

りたことなのか、決
けっ

して知
し

ることはないんですもの。それって、

はっきり言
い

って、私
わたし

が決
けっ

してうまず

めがどんなものなのかを知ることが

ないのと同
おな

じね。」

　じっと座
すわ

っていたハンナのほおに

涙
なみだ

が伝
つた

い、ペニンナの最
さい

後
ご

の一
ひと

言
こと

で、ハンナは泣
な

き声
ごえ

を上
あ

げ、立
た

ち上

がって、走
はし

り去
さ

って行
い

った。ちょう

ど幕
まく

屋
や

から戻
もど

って来
き

たエルカナは、

ハンナが泣きながら走って行くのを

見
み

ると、彼
かの

女
じょ

の後
あと

を追
お

いかけた。

　ハンナに追
お

い付
つ

くと、エルカナは

ハンナを抱
だ

きしめて、やさしくたず

ねた。「ハンナ、どうして泣
な

いてい

るんだい？　どうして食
しょく

事
じ

をしない

んだい？」

　「毎
まい

年
とし

こうなの！　ペニンナが私
わたし

のことを、主
しゅ

がうまずめにされたん

だって、責
せ

め立
た

てるのよ！」と、ハ

ンナは答
こた

えた。

　「だけどハンナ、私
わたし

はおまえを

心
こころ

から愛
あい

しているじゃないか！　そ

れじゃあ、足
た

りないのかい？　私は

おまえにとって、10人
にん

の息
むす

子
こ

にま

さってはいないのかい？」と、エル

カナが言
い

った。

　エルカナは、ハンナに食
しょく

事
じ

をする

よう説
せっ

得
とく

しようとしたが、食
た

べ物
もの

が

のどを通
とお

るような状
じょうきょう

況ではなかっ

た。それで、ハンナは席
せき

を外
はず

して

幕
まく

屋
や

に向
む

かった。そこには、主
しゅ

の

祭
さい

司
し

以
い

外
がい

は誰
だれ

もいなかった。年
とし

老
お

いた祭
さい

司
し

エリは、幕
まく

屋
や

の入
い

り口
ぐち

の

柱
はしら

のそばに座
すわ

っていた。

　ハンナは心
こころ

が張
は

り裂
さ

けそうで声
こえ

も

出
で

なかったが、心の中
なか

で主
しゅ

に誓
ちか

いを

立
た

てた。「ああ主よ、もしあなたが

私
わたし

の不
ふ

幸
こう

を顧
かえり

みて息
むす

子
こ

を与
あた

えて下
くだ

さ

るなら、私はその子
こ

を一
いっしょう

生、主に捧
ささ

げます！」

　ハンナが長
なが

いこと祈
いの

っていると、

口
くち

は動
うご

いているのに声
こえ

がせず、また

顔
かお

が苦
く

悩
のう

でゆがんでいるのに気
き

付
づ

いたエリは、ハンナが酔
よ

っているの

だと思
おも

った。

　「いつまで酔
よ

っているのか？　早
はや

く

酔いをさましなさい！」と、エリは

言
い

った。
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　エリの方
ほう

を向
む

くと、ハンナは涙
なみだ

を

流
なが

しながら言
い

った。「いいえ、祭
さい

司
し

様
さま

。私
わたし

はお酒
さけ

など飲
の

んでいません。

あまりにも悲
かな

しくて、苦
く

悩
のう

しながら

主
しゅ

に心
こころ

を注
そそ

ぎ出
だ

していたのです。」

　自
じ

分
ぶん

のきつい口
く

調
ちょう

を恥
は

じたエリ

は、ハンナをなぐさめて言
い

った。

「安
あん

心
しん

して行
い

きなさい。神
かみ

が、あなた

の願
ねが

いをかなえて下
くだ

さるように。」

　ハンナは年
とし

老
お

いた祭
さい

司
し

に礼
れい

を言
い

う

と、エルカナとペニンナと子
こ

供
ども

達
たち

が

食
しょく

事
じ

をしている場
ば

に戻
もど

った。ハンナ

はもはやしずんではおらず、晴
は

れ晴
ば

れとした表
ひょう

情
じょう

で食事をした。

　翌
よく

朝
あさ

になると、一
いっ

家
か

はラマへ帰
かえ

って行
い

った。

　まもなくすると、ハンナは身
み

ごも

って、男
おとこ

の子
こ

を出
しゅっさん

産した。ハンナは

その子
こ

を「サムエル」と名
な

付
づ

けた。

それは、「主
しゅ

に願
ねが

って授
さず

かった」と

いう意
い

味
み

だ。ハンナは子
こ

供
ども

を授か

って、どんなに幸
しあわ

せだったことだ

ろう！

　翌
よく

年
とし

、主
しゅ

に犠
ぎ

牲
せい

を捧
ささ

げるために

エルカナが家
か

族
ぞく

を連
つ

れて出
で

かけた

時
とき

、ハンナは同
どう

行
こう

しなかった。「こ

の子
こ

が乳
ちち

離
ばな

れしたら、主の元
もと

へ連
つ

れて行
い

って、主に捧げます。」と、

ハンナは言
い

った。

　「おまえが最
さい

善
ぜん

だと思
おも

うことを

しなさい。主
しゅ

の御
み

心
こころ

がなされるよ

うに。」と、エルカナは言
い

った。

　ハンナは子
こ

供
ども

といっしょに家
いえ

に

残
のこ

り、その子
こ

を養
やしな

い育
そだ

てた。子供が

４
よん

歳
さい

になったころ、ハンナは子供を

シロに連
つ

れて行
い

って、エリの前
まえ

に

差
さ

し出
だ

した。

　「私
わたし

がこの子
こ

を求
もと

めて祈
いの

ると、主
しゅ

はこの子を下
くだ

さいました。ですから

今
いま

私は、この子を主に捧
ささ

げます。こ

の子は一
いっしょう

生、主に仕
つか

えるでしょう。」

と、ハンナはエリに言
い

った。

　エリはエルカナとハンナを祝
しゅくふく

福し

て言
い

った。「あなたがたが主
しゅ

に捧
ささ

げ

た者
もの

の代
か

わりに、主がこの女
おんな

によっ

て子
こ

供
ども

達
たち

を与
あた

えて下
くだ

さるように。」

　そして主
しゅ

はハンナに恵
めぐ

み深
ぶか

く、

３
さん

人
にん

の息
むす

子
こ

と２
ふたり

人の娘
むすめ

を下
くだ

さったの

だった。

　さて、ハンナはラマへ帰
かえ

ったが、

幼
おさな

いサムエルはエリと共
とも

に幕
まく

屋
や

に

留
とど

まった。

　母
はは

親
おや

ハンナはサムエルのために

毎
まい

年
とし

新
あたら

しい上
うわ

着
ぎ

を作
つく

り、夫
おっと

と共
とも

に

犠
ぎ

牲
せい

を捧
ささ

げに来
く

る時
とき

に持
も

って来
き

た。

　サムエルは主
しゅ

に仕
つか

えながら育
そだ

ち、

イスラエルの歴
れき

史
し

で最
もっと

も偉
い

大
だい

な預
よ

言
げん

者
しゃ

、そして裁
さば

き司
つかさ

の１
ひとり

人になったの

だった。
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